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1 将来都市像、基本目標について 

・長期的視点を持ったまちづくりをするためには 10 年程度の計画の継続性は必要。 

・理念は継続しつつも、第七次総合計画としての特徴をわかりやすくあらわすことも必要。 

 

2 体系や構成について 

・全体的な構成について、図・写真・データなどを使って一目で概要がつかめる工夫が必要。 

・体系が縦割り。様々な行政課題に対応するためには横断的要素も必要か。 

 

3 策定の前提となる社会情勢、社会的要請について 

・素案で挙がっている 8 項目がどれもフラットに見えるので、人口減少への危機感を強く打ち出す必要がある。 

・今後 5 年間の福井市を取り巻く環境を精査する必要がある。 

 

4 政策・施策について 

・政策や施策の文言にも固有名詞を入れるなど、もっと福井市らしさを出すことが必要。 

・総合計画であるため、どうしても、抽象的な表現が多く、数値が入らないなど、漠然としたつくりになるため、具体的な事業を挙げたり、

現状や目標に規模感をつかめるような工夫が必要。 

・実施計画にしっかり反映される総合計画をつくる必要がある。 

  計画全体に関する課題  


